
令和7年度(2025年度)モニタリングシート

施設名

視点 所管課評価 所管課コメント
指定管理者

自己評価（コメント）
所管課評価 所管課コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課評価 所管課コメント
指定管理者

自己評価（コメント）
期末評価 所管課コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

B

定例で月に1度、職員全員の出席を義
務付けて行っている。
今年度は原則第1金曜日午後からの
開催としている。

B  

定例で月に1度、職員全員の出席を義
務付けて行っている。ZOOMでの参加
も認め、全員参加を図っている。
今年度は原則第1金曜日午後からの
開催としている。

B

定例で月に1度、職員全員の出席を義
務付けて行っている。ZOOMでの参加
も認め、全員参加を図っている。
今年度は原則第1金曜日午後からの
開催としている。

B

定例で月に1度、職員全員の出席を義
務付けて行っている。ZOOMでの参加も
認め、全員参加を図っている。
今年度は原則第1金曜日午後からの開
催としている。

B
担当者ごとの会議は適宜行っている。
グループウェアを活用したWEB会議や
書面会議も活用している。

B

担当者ごとの会議は適宜行っている。
グループウェアやオンラインを活用し
たWEB会議や書面会議も活用してい
る。

B

担当者ごとの会議は適宜行っている。
グループウェアやオンラインを活用し
たWEB会議や書面会議も活用してい
る。

B
担当者ごとの会議は適宜行っている。
グループウェアやオンラインを活用した
WEB会議や書面会議も活用している。

管理業務の実施に係る固有の銀行口
座を開設しているか
【確認資料例：銀行口座】

B

支援センターの専用口座を開設してい
る。インターネットバンキングでタイム
リーに支払業務を行い、都度会計帳簿
と残高を確認している。また、通帳と代
表印は別々に保管し、施錠している。

B

支援センターの専用口座を開設してい
る。インターネットバンキングでタイム
リーに支払業務を行い、都度会計帳
簿と残高を確認している。また、通帳と
代表印は別々に保管し、施錠してい
る。

B

支援センターの専用口座を開設してい
る。インターネットバンキングでタイム
リーに支払業務を行い、都度会計帳
簿と残高を確認している。また、通帳と
代表印は別々に保管し、施錠してい
る。

B

支援センターの専用口座を開設してい
る。インターネットバンキングでタイム
リーに支払業務を行い、都度会計帳簿
と残高を確認している。また、通帳と代
表印は別々に保管し、施錠している。

資金の適正な管理と経理内容の明確
化が図られているか
【確認資料例：独立した会計帳簿】

B

日々の会計処理においては、経理規
程に基づき、担当者が作成した入出金
伝票に上長が承認、会計担当が会計
システムに入力することにより、リアル
タイムで実績を把握し、予算との差異
を分析している。

B

日々の会計処理においては、経理規
程に基づき、担当者が作成した入出金
伝票に上長が承認、会計担当が会計
システムに入力することにより、リアル
タイムで実績を把握し、予算との差異
を分析している。

B

日々の会計処理においては、経理規
程に基づき、担当者が作成した入出
金伝票に上長が承認、会計担当が会
計システムに入力することにより、リア
ルタイムで実績を把握し、予算との差
異を分析している。

B

日々の会計処理においては、経理規程
に基づき、担当者が作成した入出金伝
票に上長が承認、会計担当が会計シス
テムに入力することにより、リアルタイム
で実績を把握し、予算との差異を分析し
ている。

コピー機等使用料や講座の受講料な
どの徴収は適正に行われているか
【確認資料例：独立した会計帳簿・日
報、月報・使用料等収納（徴収）事務委
託契約書・銀行口座】

B

コピー機使用料や講座の受講料等の
徴収は適正に行われ、担当者が作成
した入金伝票に上長が承認し、会計担
当が会計システムに部門、勘定科目、
金額等の入力を行い、口座残高との
照合を行なっている。尚、コピー機はコ
インラックを付けて、現金の受け渡しは
ない。

B

コピー機使用料や講座の受講料等の
徴収は適正に行われ、担当者が作成
した入金伝票に上長が承認し、会計担
当が会計システムに部門、勘定科目、
金額等の入力を行い、口座残高との
照合を行なっている。尚、コピー機はコ
インラックを付けて、現金の受け渡し
はない。

B

コピー機使用料や講座の受講料等の
徴収は適正に行われ、担当者が作成
した入金伝票に上長が承認し、会計
担当が会計システムに部門、勘定科
目、金額等の入力を行い、口座残高と
の照合を行なっている。尚、コピー機
はコインラックを付けて、現金の受け
渡しはない。

B

コピー機使用料や講座の受講料等の徴
収は適正に行われ、担当者が作成した
入金伝票に上長が承認し、会計担当が
会計システムに部門、勘定科目、金額
等の入力を行い、口座残高との照合を
行なっている。尚、コピー機はコインラッ
クを付けて、現金の受け渡しはない。

収支計画が適正であること
収支計画が適正に執行されているか
【確認資料例：事業計画書（収支計
画）・事業報告書】

B
毎月、会計担当は事業計画に基づい
て、予算執行の進捗状況を確認し、市
に報告している。

B
毎月、会計担当は事業計画に基づい
て、予算執行の進捗状況を確認し、市
に報告している。

B
毎月、会計担当は事業計画に基づい
て、予算執行の進捗状況を確認し、市
に報告している。

B
毎月、会計担当は事業計画に基づい
て、予算執行の進捗状況を確認し、市に
報告している。

業務を実施するにあたり、適切な人員
配置や育成がなされているか
【確認資料例：事業計画書（人員配置
計画）・事業報告書・研修報告書・実地
調査】

B

職員各人の能力や希望を尊重し、適
正に人員配置をしている。また、適宜、
希望や担当に応じて外部研修などにも
派遣している。

B

職員各人の能力や希望を尊重し、適
正に人員配置をしている。また、適宜、
希望や担当に応じて外部研修などに
も派遣している。

B

職員各人の能力や希望を尊重し、適
正に人員配置をしている。また、適
宜、希望や担当に応じて外部研修な
どにも派遣している。
「企業との協働を進める」連続セミナー
にプロボノ担当者がオンラインで参加
した。

B

職員各人の能力や希望を尊重し、適正
に人員配置をしている。また、適宜、希
望や担当に応じて外部研修などにも派
遣している。
今年度は、「企業との協働」や「会計」
「広報」などの外部セミナー、研修をオン
ラインで受講した

給与の支出が適切に行われているか
【確認資料例：給与規程・賃金台帳】

B

規程に基づき給与支払い担当者が確
認し、上長への報告、会計責任者の確
認と、適正に行っている。
賃金台帳も適切に管理している。

B

規程に基づき給与支払い担当者が確
認し、上長への報告、会計責任者の確
認と、適正に行っている。
賃金台帳も適切に管理している。

B

規程に基づき給与支払い担当者が確
認し、上長への報告、会計責任者の
確認と、適正に行っている。
賃金台帳も適切に管理している。

B

規程に基づき給与支払い担当者が確認
し、上長への報告、会計責任者の確認
と、適正に行っている。
賃金台帳も適切に管理している。

施設の管理運営を安定して行う
能力を有しているか

業務の一括委託が行われていないか
【確認資料例：第三者への一部事務委
託に関する承諾書・事業報告書・実地
調査・会計帳簿】

B

専門性の高い業務（ICT,法務関係な
ど）を一部第三者に委託しているが、
毎年契約書を整備し、市への報告をし
て承諾書をいただいている。

B

専門性の高い業務（ICT,法務関係な
ど）を一部第三者に委託しているが、
毎年契約書を整備し、市への報告をし
て承諾書をいただいている。

B

専門性の高い業務（ICT,法務関係な
ど）を一部第三者に委託しているが、
毎年契約書を整備し、市への報告をし
て承諾書をいただいている。

B

専門性の高い業務（ICT,法務関係など）
を一部第三者に委託しているが、毎年
契約書を整備し、市への報告をして承
諾書をいただいている。
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B
開館日数　308日
通常休館日　48日
月曜振替休館日　9日

開館日数、開館時間は守られていたか
【確認資料例：条例、規則・日報、月報・
事業報告書】

B 開館日数、開館時間は市との協定に
基づき厳守している。

B 開館日数、開館時間は市との協定に
基づき厳守している。

B 開館日数、開館時間は市との協定に
基づき厳守している。

B 開館日数、開館時間は市との協定に基
づき厳守している。

文書の管理・保存が適切に行われてい
るか
【確認資料例：ファイル基準表（なけれ
ばそれに準ずるもの）・実地調査】

B
文書保存・管理規定、個人情報保護マ
ニュアルなどを整え、施錠した文書棚
で適切に保管している。

B
文書保存・管理規定、個人情報保護マ
ニュアルなどを整え、施錠した文書棚
で適切に保管している。

B

文書保存・管理規定、個人情報保護
マニュアルなどを整え、施錠した文書
棚で適切に保管している。
12月に全センタースタッフ参加で個人
情報保護講習を行った。

B
文書保存・管理規定、個人情報保護マ
ニュアルなどを整え、施錠した文書棚で
適切に保管している。

施設の保全・管理が適切に行われてい
るか
【確認資料例：事業報告書・実地調査】

B

電話による会議室予約受付時間を開
館日の13:00～17:00に制限したことに
より、予約システムの利用率が上昇し
た。操作方法が分からない利用者に対
しては、一人ひとりに寄り添った丁寧な
説明を心がけた。

A

利用者への周知や丁寧な説
明により予約システムの定着
を推進し、利用者の利便性向
上やDX化に寄与していること
について評価する。

会議室予約システムの団体利用率が
80％を超え、大きな問題もなく、順調
に稼働している。

A

利用者への周知や丁寧な説
明により予約システムの定着
を推進し、利用者の利便性向
上やDX化に寄与していること
について評価する。

会議室予約システムの団体利用率が
90％前後になり、大きな問題もなく、順
調に稼働している。利用者からもとて
も使いやすいという声をいただいた。

A

利用者への周知や丁寧
な説明により予約シス
テムの定着を推進し、
利用者の利便性向上や
DX化に寄与しているこ
とについて評価する。

会議室予約システムを導入してから約1
年半が経過し、団体による利用は、定着
していることが確認できた。導入当初に
見られた操作面での問い合わせや予約
ミスも大幅に減少し、現在では各団体が
自律的にシステムを活用している。これ
により、会議室の予約受付にかかる手
間が軽減され、更に集計作業も簡略化
され、全体として効率的な運用が実現し
ている。
また、毎年行っている施設利用満足度
調査も全体で99.1％と高い評価だった。

備品の管理が適切に行われているか
【確認資料例：備品台帳・実地調査】

B

備品の管理は備品管理台帳をつくり新
規、廃棄など適時更新し適正に管理し
ている。
市による実地調査にも適正に対応して
いる。

B

備品の管理は備品管理台帳をつくり
新規、廃棄など適時更新し適正に管
理している。
市による実地調査にも適正に対応し
ている。

B

備品の管理は備品管理台帳をつくり
新規、廃棄など適時更新し適正に管
理している。
市による実地調査にも適正に対応し
ている。

B

備品の管理は備品管理台帳をつくり新
規、廃棄など適時更新し適正に管理し
ている。
市による実地調査にも適正に対応して
いる。

B

「Support802」126号5月1日号を発行し
た。「自分たちの居場所は自分たちで
つくる」一般社団法人オレンジハウス
を特集した。
また、毎月1日メールマガジン
「Support802だより」を配信している。

B

127号7月１日発行は９月にアクティブ
市民塾で取り上げるまちの図書室・保
健室「おさんぽ」を特集とした。
128号9月1日発行は、8月に行われた
NPOフェスティバルの報告特集とした。
その他支援センターからの各種情報
を掲載。

B

129号11月1日発行は「みんなの学び
流星群from八王子」を特集した。130
号1月1日発行は、新年号として2～3
ページを見開きでNPOすごろくとし、お
正月に楽しんで貰える企画とした。毎
月1日メールマガジン「Support802だよ
り」を配信している。

B

131号3月1日発行は「NPO法人
BigForest」を特集。不登校のこどもを対
象に、「基礎学力」と「生きる力」を養うこ
とを目指しているフリースクールの様子
を紹介した。毎月1日メールマガジン
「Support802だより」を配信している。
（204号～206号）
今年度も滞りなく発行できた。

毎年年度の途中に施設利用者満足度
調査を実施している。今年度は秋期に
実施する予定。

毎年年度の途中に施設利用者満足度
調査を実施している。今年度は秋期に
実施する予定。

B

11月から12月上旬にかけて調査を
行った。今回は対象を従来のセンター
来場者だけでなくオンラインでの
フォームを利用して登録団体全てに調
査を募った。来所者向け調査のサンプ
ル数は280。オンラインでの調査のサ
ンプル数は52。両方ともに総合的な満
足度は99%前後となり、オンライン調査
では100％満足の項目もあった。今年
もスタッフへの評価は９９％超であっ
た。
アンケート内で昨年度も同様の要望が
あった会議室の椅子、机を一新し、レ
イアウト変更も容易になり、より使いや
すくなったと好評である。

B

11月から12月上旬にかけて調査を行っ
た。今回は対象を従来のセンター来場
者だけでなくオンラインでのフォームを
利用して登録団体全てに調査を募った。
来所者向け調査のサンプル数は280。オ
ンラインでの調査のサンプル数は52。両
方ともに総合的な満足度は99%前後とな
り、オンライン調査では100％満足の項
目もあった。今年もスタッフへの評価は
９９％超であった。
アンケート内で昨年度も同様の要望が
あった会議室の椅子、机を一新し、レイ
アウト変更も容易になり、より使いやすく
なったと好評である。
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利用者からの苦情処理の体制
がとれていること

利用者等からの相談及び苦情に適切
に対応しているか
【確認資料例：相談、苦情をまとめた整
理帳簿】

B

相談には随時、内容ごと適切な担当者
を決めて対応している。相談内容の記
録は都度相談カードにまとめ、スタッフ
で共有し後日の相談に対応できるよう
にしている。
苦情に関しては、丁寧に苦情内容を聞
き真摯に対応している。苦情に関して
も記録カードを作成しスタッフ間で共有
し、整理している。

B

相談には随時、内容ごと適切な担当
者を決めて対応している。相談内容の
記録は都度相談カードにまとめ、ス
タッフで共有し後日の相談に対応でき
るようにしている。
苦情に関しては、丁寧に苦情内容を
聞き真摯に対応している。苦情に関し
ても記録カードを作成しスタッフ間で共
有し、整理している。

B

相談には随時、内容ごと適切な担当
者を決めて対応している。相談内容の
記録は都度相談カードにまとめ、ス
タッフで共有し後日の相談に対応でき
るようにしている。
苦情に関しては、丁寧に苦情内容を
聞き真摯に対応している。苦情に関し
ても記録カードを作成しスタッフ間で共
有し、整理している。

B

相談には随時、内容ごと適切な担当者
を決めて対応している。相談内容の記
録は都度相談カードにまとめ、スタッフ
で共有し後日の相談に対応できるように
している。今年度の相談件数は130件で
あった。
苦情に関しては、丁寧に苦情内容を聞
き真摯に対応している。苦情に関しても
記録カードを作成しスタッフ間で共有し、
整理しているが、今年度は苦情は0件で
あった。
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B

電気　100.3％
（R7年度使用量：17,364kwh）
水道　107.5％
（R7年度使用量：114㎡）
※3か年平均使用量
　電気：17,311.7kwh　　水道：106㎡

B

・7/23　「八王子の原爆資料館と平和
について考える」を実施。定員40名に
対し43名が参加。被爆者の遺品と共
に親族の方にお話頂いたほか、被爆
者の方のお話など、充実した講座と
なった。市内の戦争遺跡に関する活動
を行う団体からの参加や、生涯学習セ
ンター図書館による「戦争と平和」を
テーマとしたゆるゼミの紹介など他団
体との連携もできた。
・9/13　地域の居場所づくりを学ぶ機
会として「まちの図書室 まちの保健室
おさんぽ見学会」を実施し、10名が参
加。開設の経緯やまちライブラリー制
度の活用、居場所運営の工夫等につ
いて説明があり、「誰もが気軽に立ち
寄れる第三の居場所」の意義を実感し
た。参加者同士の活発な情報交換・交
流も行われ、地域の小さな拠点が人と
人をつなぐ重要な役割を果たしている
ことを再確認できた。

B

・1/17「回想法サロン体験会」参加者12
名。
回想法を取り組んで活動している「思い
出トークカフェROKUMARU」の知名度
は、講座前は０であった。今回の講座を
通じて、紹介団体の活動が認知され、参
加者の帰属するコミュニティを介してつ
ながりも広がり、喜ばしい結果となった。
今年度は7月、9月、1月と計3回実施し
たが、いずれの回も実施後に会員が増
えたり、地域の他の団体との連携や市
民活動雄支援センターと連携する機会
が増えて、活動の幅が広がったとの連
絡をうけている。アクティブ市民塾は、団
体の実際の活動を体験してもい団体を
知ってもらう目的でセンター開設当時か
ら実施している。団体の活動の広がりに
貢献している。

B

・8/1第1回「NPO活動を始めよう」実
施。8団体11名が参加。これから活動
を始めようとしている人が半分くらいで
あった。「わかりやすく、丁寧」「これか
ら活動するにあたって必要なことがわ
かった」という声が多く、今回は、そう
いうビギナーの方にぴったりの内容
だった。
・9/5第2回「団体の運営」実施。8団体
10名参加。台風接近の悪天候で出席
者が少なくなったが、その分ワークが
わきあいあいとし、テーマである「居心
地の良さ」を体感していただけて、効
果は大きかった。「とても良い100%」の
高評価をいただいた。

B

・10/3第3回「NPOの会計」実施。10団
体13名が参加した。
会計に苦手意識を持っていた人でも
わかりやすかったとの評価をいただい
た。
・11/7第4回「団体の資金づくり」実
施。10団体13名が参加した。
具体的な事例紹介を通した講義によ
り、よりわかりやすく資金作りについて
の知識を伝えることができた。
・12/5第5回「市民活動団体の広報戦
略」を実施し、。9団体10名が参加し
た。
「とても良い　100%」の高評価を得た。
グループワークがあるほうが満足度が
高いことがわかった。広報におけるは
ちコミねっとの活用方法も紹介できた。

B

・1/9第6回「活動の課題はなんですか」
実施。5団体8名が参加した。
2名のプロボノワーカーがファシリテー
ターとして参加ｌ。プロボノワーカーの話
を聞き、また話を聞いてもらうことでプロ
ボノに対するイメージを具体的に持って
もらえた。これが功を奏して、アンケート
ではとても良い88％　まぁ良い12％と良
い評価で100%を占めた。
今年度も全6回の連続講座として企画し
た。参加人数が定員を下回っているとい
う課題もある一方で、全回を通して講師
の質に対する評価が極めて高かった。
参加者の増員のため、令和８年度はチ
ラシに講師・講座の情報を増やすなどし
てこの講座の良さをアピールしていきた
い。

10月19日実施に向け、企画、講師との
打ち合わせ、チラシ作成、参加者募集
などの準備を行った。

B

10/19「寄付の教室～誰かのためにで
きること・未来へのアクション」実施し、
22名が参加した。
さまざまな寄付のカタチで市民活動を
応援できることを学び、実際に寄付に
参加するシミュレーションワークも好評
であった。小学生の参加もあり、幅広
い年代に向けて啓発を行うことができ
た。

B

今年度は、10/19「寄付の教室～誰かの
ためにできること・未来へのアクション」
実施し、22名が参加した。
さまざまな寄付のカタチで市民活動を応
援できることを学び、実際に寄付に参加
するシミュレーションワークも好評であっ
た。小学生の参加もあり、幅広い年代に
向けて啓発を行うことができた。
実践講座はここ数年ターゲットを小中高
生にも広げているが、子どもの参加が
少ないのが課題である。「はちビバ」や
学童などにチラシを届けるなど、子ども
に届く広報をしていきたい。

B

・4/25 「CANVAとExcelコピー機で簡
単横断幕を作ろう」を実施。5名参加。
簡単に横断幕やポスターを作れること
を体験し、今後は自分たちのイベント
で実践したいという感想を多くいただい
た。
・5/22　「NPOのお金の管理」を実施。
5名参加。団体からのニーズが高い簡
単な会計について、また会計に役立つ
Excelの使い方を取り上げた。
・6/1に昨今の最先端の生成AIの講座
を開催し定員以上の希望者があり活
動の効率化に活かすきっかけ作りと
なった。

B

①10/26「集まれプロボノの森！八王
子NPO大相談会～IT編～」実施。5団
体とプロボノワーカー4名による交流
会形式。プロボノワーカーの顔が見
え、話を直接聞いたことでプロボノのイ
メージがついたことにより、ニーズ9件
につながった。
②12/7「アクティブ防災訓練」実施し、
12名が参加。センターの避難訓練と防
災ゲームを通して、防災意識を高める
ことができた。
③12/14「クラウドファンディング」実
施。6名参加。プロボノとして団体のク
ラウドファンディングを支援・成功させ
た講師による具体的な事例紹介等を
行い、「とても良い　100%」の高評価を
得ることができた。
プロボノのニーズ1件にもつながった。

B

・2/23 Googleドライブを使ってみよう～
使い始めた方、使ってみたい方対象～
実施。参加者11名
講座の内容について「とても良い」「まあ
まあ良い」を回答者全員より得た。ほと
んどの方に、ある程度内容も理解してい
ただけた。特にファイル共有にいおいて
は、相手とのやりとりを自分一人では確
認しづらいため、実習が役立ったといえ
る。
今年度は、計7回の支援講座を実施し
た。毎回スタッフが講師となり、団体や
市民にとってすぐに役立つものをテーマ
に行っている。

定

量

的

施

設

の

管

理

・

運

営

を

安

定

し

て

行

う

こ

と

が

で

き

る

か

定

性

的

電気使用量及び水道使用量の過去３年【令和４年度（2022年度）～令和
６年度（2024年度）】平均比100％以下／年

事

業

の

達

成

目

標

が

明

確

で

、
具

体

的

な

事

業

計

画

に

基

づ

い

て

事

業

が

行

わ

れ

て

い

る

か

アクティブ市民塾　３回／年

施

設

の

サ
ー

ビ

ス

向

上

、
利

用

者

の

増

加

等

を

図

る

方

策

が

図

ら

れ

て

い

る

か

定

量

的

広報紙発行　３，０００部／隔月（奇数月）

施

設

の

運

営

に

お

い

て

公

共

性

、
公

平

性

、
公

正

性

が

図

ら

れ

て

い

る

か 開館日数　　　　３０８日／年
通常休館日　　　 ４８日／年
月曜振替休館日　 ９日／年

定

性

的

定

量

的

支援センター会議　１回／月

支援センター部門会議（啓発部、情報部、ファンド部　１回／月、広報部
は隔月開催）

団体の経営方針が明確であり、
きちんとした経理がされているこ
と

管理運営がきちんとできる職員
体制や研修体制がとれているこ
と

施設の公共性、公平性につい
て継続性が保たれているか

９月 １２月 期末

八王子市市民活動支援センター

評価項目

６月

利用者満足度　９０％以上／年

NPOパワーアップ講座　全６回／年

市民活動支援講座　６回／年

市民活動実践講座　１回／年



令和7年度(2025年度)モニタリングシート

A

懸案事項であった不具合につ
いて粘り強く対応し、事業者と
の協力により解決に至ったこ
とを評価する。また、「定期的
な宣誓事項と登録内容確認」
については、実施方法の工夫
により迅速な更新につなげて
おり、評価に値する。

4月１日より元気365事業譲渡先である
アルファサード社と「はちコミねっと」不
具合の調査を実施した結果、原因を特
定することができ、長期にわたり発生し
ていた複数の不具合について全て解
決に至った。
基本講習会を月1回、個別相談会（予
約なし）を月3回、日程調整をした上で
の個別相談、電話による個別相談、
メールによる個別相談を引き続き行っ
た。基本講習会の内容は、参加者の
PCスキルによって臨機応変に調整し
た。
今年度の「定期的な宣誓事項と登録内
容確認」を行った。今回、団体への通
知方法、通知回数を工夫したことによ
り、提出期限内に９割近くの団体が更
新できた。

B

・基本講習会を月1回、個別相談会（予
約なし）を月2～3回、日程調整をした
上での個別相談、電話による個別相
談、メールによる個別相談を引き続き
行った。基本講習会の内容を検討し、
改善した。更に、参加者のPCスキルに
よって臨機応変に対応した。
・「はちコミねっと」の新たな不具合に
ついては、その都度、元気365と連絡
を取りながら解決した。
・「定期的な宣誓事項と登録内容確
認」未提出団体の無効化を行った。そ
の後、申し出のあった団体について
は、再登録手続きを随時行った。
・ホームページリニューアルの検討を
開始した。

B

・基本講習会を月1回、個別相談会
（予約なし）を月2回、日程調整をした
上での個別相談、電話による個別相
談、メールによる個別相談を引き続き
行った。基本講習会の内容を検討し、
改善した。更に、参加者のPCスキルに
よって臨機応変に対応した。
・「はちコミねっと」の新たな不具合に
ついては、その都度、元気365と連絡
を取りながら解決した。
・「はちコミねっと」に対して要望を出
し、対応が実施され、誤入力防止と操
作性が向上した。
・ホームページリニューアルについて、
TOPページの構成及びサイトマップの
検討案を提出した。

B

基本講習会については月1回、個別相
談会については月2回の開催を継続す
るとともに、日程調整のうえでの個別相
談、電話およびメールによる相談対応も
引き続き実施した。参加者のPCスキル
や要望に応じて内容を調整し、柔軟に
対応した。
また、「はちコミねっと」に対しては改善
要望を提出し、スパム対策をはじめとし
た機能改善が実現した。
さらに、ホームページリニューアルに向
けて、全体スケジュールの検討、見積書
の作成、必要機能の整理・検討を進め、
今後の具体的な作業に向けた準備を
行った。

B

・物品支援：八王子商工会議所より物
品の提供あり
・人財支援：団体とプロボノワーカーと
のマッチング強化策を検討した
・ゆめおり認証団体情報の紙媒体は廃
止し、ホームページ（CANPAN連携）の
みとした。

B

物品支援は、三省堂から提供があっ
たノート5000冊を、無料塾や子どもの
居場所などを運営する団体（8団体）に
提供した。その他、棚、椅子、机等2団
体に提供。
人的支援はプロボノ支援要請3件、対
応中。その他企業に依頼するための
準備を進めた。毎月1回ペースで「企
業との協働セミナー」（東京ボランティ
ア・市民活動センター主催）に参加し
ている。（最終11月）また、Ｎボノ（ＮＥＣ
プロボノ倶楽部）の方との意見交換を
おこなった。

B

・物品支援
寄付：3社よりカレンダー寄付
提供：ノート提供1件、カレンダーをセ
ンターに置き提供した。
12月より「今月のおすすめ物品」とし
て、はちコミねっとのブログで紹介し
た。
・人財支援
「プロボノの森」によりニーズを3団体
から9件受領した。他3件受領。12月末
現在、対応済6件、対応継続中3団体5
件、事前ヒアリング2件。進捗を市民活
動支援センターでも把握するため、「プ
ロボノ連絡帳」を作成した。
・企業訪問
12/4コニカミノルタ訪問
企業OBのプロボノワーカーにも同席し
てもらい、プロボノについて説明し、連
携を依頼した。

B

・物品支援（年間）
寄付7件　提供24件。
三省堂より寄付されたノートの提供が多
かった。（20件）
・人財支援（年間）
支援件数17件（9団体）
新規プロボノ登録者：3名
10/26「プロボノの森（マッチングイベン
ト）」を契機として、プロボノのニーズ掘り
起こしができた。
第1回目のミーティングを設定し、セン
ター側も入ってゴールを決めた。また進
捗を把握するため「プロボノ連絡帳」を
設け、プロボノワーカーと密に連絡をと
ることとした。
プロボノワーカーと団体だけで進めるの
ではなく、センターも一緒に参加し、協働
する仕組みを作った。

B

8/24(日)開催に向け、2月から予告を
行い、５月初めから参加団体の募集を
開始し、説明会を行った。５月末に申
込みを締め切り、枠の配置を団体に通
知。また事前チラシを印刷して各所に
掲示・配布した。

B

8月24日10時半～16時半、東京たま未
来メッセA/B展示場にて開催。アクティ
ビティ枠6，一般枠49枠、44団体の参
加だった。今回は通常の2分の一のス
ペースでステージが設けられなかった
ため、会場からYouTubeライブ配信を
行った。15団体が出演した。来場推定
人数は1600人。
アンケートでは、来場者、参加団体と
もに概ね高評価であった。

B

8月24日10時半～16時半、東京たま未
来メッセA/B展示場にて開催。アクティ
ビティ枠6，一般枠49枠、44団体の参加
だった。今回は通常の2分の一のスペー
スでステージが設けられなかったため、
会場からYouTubeライブ配信を行った。
15団体が出演した。来場推定人数は
1600人。
アンケートでは、来場者、参加団体とも
に概ね高評価であった。
令和８年度はメッセ全展示室＋えきまえ
テラスを使用するため、屋外、屋内に子
どもも楽しめる体験コーナーやアクティ
ビティを用意する。また、屋外・屋内ス
テージを設置し、子どもから高齢者まで
楽しめるNPOのフェスティバルにする。

A

特定の分野において活動する
団体同士の交流の場を設ける
ことにより、特有の課題の共
有や今後の協働等の推進が
図られており、市民活動団体
の横のつながりの強化に寄与
したことを評価する。今後も多
様な分野で交流の場を設け、
連携が促進されることを期待
する。

八王子・ひと・まち井戸端会議・１
7/31 地域で活動するフリースクール
団体が集まり、課題の共有と連携強化
を目的に実施した。多様な教育・支援
の現場から学び合い、今後の地域ネッ
トワーク形成を目指すものである。参
加団体は、いちえ、みどりの木、なか
の学舎、Big Forest、昼間の塾の5団
体。各団体から活動紹介や地域との
関わり方、スタッフ確保の課題などが
報告された。また、子どもの権利尊重
や「お互い様」の社会づくりなど、教育
の多様化に向けた意見交換も行われ
た。会議を通じて団体間の相互理解
が深まり、今後の協働や情報共有の
基盤づくりにつながった。今後は、見
学会や発表会などを通じて市民への
理解促進を図り、支援センターを中心
としたネットワークの強化を進めていき
たい。

A

特定の分野において活動す
る団体同士の交流の場を設
けることにより、特有の課題
の共有や今後の協働等の推
進が図られており、市民活動
団体の横のつながりの強化
に寄与したことを評価する。
今後も多様な分野で交流の
場を設け、連携が促進される
ことを期待する。

①11/9日「居場所」をテーマにした交
流会。37名（行政・16団体・一般市民）
が参加。「居場所」を提供する2団体と
「日野市健康福祉部セーフティネット
コールセンター」に、機能や関わり方
についての講話と、グループセッション
を実施。結果として団体同士のつなが
りや、連携の検討など多世代・多分野
を超えたつながりができた交流会と
なった。
②「農とまちづくり」をテーマに「井戸端
会議」を開催し、農業・福祉・市民活動
団体が参加した。地域農業とまちづく
りに共通する課題や、現場の具体的
な困難を団体間で共有することができ
た。また、「農福連携」の可能性や畑の
コミュニティ的価値も確認され、農業が
不登校支援や地域コミュニティ形成等
に寄与し得る点への関心が高まった。

A

特定の分野において活
動する団体同士の交流
の場を設けることによ
り、特有の課題の共有
や今後の協働等の推進
が図られており、市民
活動団体の横のつなが
りの強化に寄与したこと
を評価する。今後も多
様な分野で交流の場を
設け、連携が促進され
ることを期待する。

八王子・ひと・まち井戸端会議・３
「環境とまちづくり」をテーマにした交流
会を開催し、環境・教育分野の団体が活
動内容や課題、強みを共有した。　　前
半では各取り組みと社会課題を整理し、
連携の可能性を検討した。後半では「環
境活動×居場所づくり」をテーマに、不
登校支援や高齢者参加、教育との接続
について議論した。
その結果、里山体験と不登校支援、緑
地整備と高齢者の社会参加などの協働
案が生まれたほか、SNS発信やイベント
連携、助成金申請の共同化といった実
務的な連携の方向性も共有された。
今年度から団体とセンターのネットワー
ク強化の目的で始めた分野別の交流会
を3回行った。各団体のニーズや課題を
共有することで、連携やネットワークが
広がった。

B

2月22日に「協力の輪を広げよう」をテー
マにし、２０団体に加え、行政や町会、
市民など多世代（３０代～７０代）、51名
が参加。前半に「協創の道プロジェクト」
に参加した3団体が成果報告をした。後
半にゲームでアイスブレイクした後、グ
ループワークで「相利評価表」を作成し
た。①成果報告が参考になった②ゲー
ムと相利評価表の実践で考え方や活動
内容の整理ができた③普段交流のない
団体と出会いつながることができたこと
で、参加者からは満足度８８％と好評
だった。後日、この会でつながった3団体
はコラボ企画でイベントを開催することと
なった。

A

1日出張の実施により、市民
活動支援センターの利用や地
域内の交流・連携を促進した
ことを評価する。特に、地域内
の様々なステークホルダー同
士の交流に寄与したことは評
価に値する。今後もさまざまな
地域で実施し、さらなる促進に
つながることを期待する。

5月17日に西部地域で開催。川口地区
で広く活動している方が訪れ情報収
集・共有、連携の話ができた。また、は
ちコミねっと対応、団体相談(3件）を
行った。地域交流会では、団体の高齢
化（後継く方がいないこと）、知名度を
上げる必要性、地域内の連携が足りな
いこと、資金不足が課題としてあがっ
た。学運協、フードバンク、自治会、一
般住民の方、はちまるサポート、市民
活動団体が参加し、学校と団体の協
力、はちまるサポート・センターと団体
の連携、団体同士のコラボの可能性に
加え、一般市民の方が団体の見学を
することとなり、地域のつながりの場と
なった。交流会後、センターFBで皆さ
まの今後のイベントや活動の情報を
シェアした。参加者から「有料でも参加
する価値があり、もっと開催してほし
い」と高評価をいただいた。

A

1日出張の実施により、市民
活動支援センターの利用や地
域内の交流・連携を促進した
ことを評価する。特に、地域内
の様々なステークホルダー同
士の交流に寄与したことは評
価に値する。今後もさまざまな
地域で実施し、さらなる促進に
つながることを期待する。

9/20 西南部地域にて実施し、①市民
活動をはじめたい市民の方の相談、
②センターに登録し、活動PRとメン
バー募集したい団体の相談、③団体
の再登録、ゆめおりファンドの説明と
相談、④団体の相談に対応した。午後
の地域交流会には20名が参加（中間
支援組織 (3)、市民活動団体 (13）、自
治会 (1)、一般市民 (1））。顔合わせて
情報共有と意見交換を行い、その場で
課題の解決や、新たなつながりが誕生
した。交流会後、個別に対応し、地域
内の連携やサポートの輪が広がった。
後日、一般市民と3団体のつながり、
自治会・中間支援組織と団体のサ
ポート、はちまるファームと3団体の連
携、子ども食堂をはじめたい方とはち
まるサポートのつながりなどの報告が
あった。過去一番参加者の多い地域
交流会だった。

B

11月29日に北部地域に1日出張し、団
体等の相談対応をし、午後に地域交
流会を実施した。
午前中の相談は1件で、活動の周知
及び知名度アップにつながるアドバイ
スをした。
午後の地域交流会には20名が参加、
中間支援組織(5)、行政 (2)、市民活動
団体 (11）、学運協（1）が顔合わせて、
情報共有と意見交換をし、課題の解
決や、新たなつながりが誕生した。
プロボノ3件、地域内での保全関係活
動でのつながり1件、学校と団体のつ
ながり1件、センターへの新規登録2
件、団体同士の新しいつながり3件、
センター相談6件を受け付け、地域内
での連携やサポートの輪が広がった。

A

1日出張の実施により、
市民活動支援センター
の利用や地域内の交
流・連携を促進したこと
を評価する。特に、地域
内の様々なステークホ
ルダー同士の交流に寄
与したことは評価に値
する。今後もさまざまな
地域で実施し、さらなる
促進につながることを
期待する。

2月7日に東部地域１日出張及び地域交
流会を実施。16名が参加。地域交流会
では、一般市民・行政・中間支援組織と
市民活動団体が参加し、活動の現状と
課題共有をし、①地域つながりの希薄
化、②団体同士の連携の少なさ、③地
域の特徴（昔からの人・新しい人/年齢
層ギャップ）、④資金調達と周知が課題
として挙げられ、解決方法について話し
合った。
今年度も年間4回の各地域での出張1日
センターを実施した。（中央、東南部地
域除く）日頃センターを訪れにくい団体、
市民から好評である。また地域別交流
会では、毎回沢山の課題やニーズを共
有でき、この会から連携が多く生まれて
いる。今年度４回の１日出張で合計約８
０名以上の参加者があった。今後は各
地域で得た情報を「はちコミねっと」等へ
集約し、地域間の情報格差を是正する
取り組みを強化したい。

定

性

的

資源の有効活用など環境に配
慮した管理運営がされているこ
と

「八王子市ゼロカーボン指針」に基づ
く、環境に配慮した管理・運営が行わ
れているか
【ヒアリング等で確認】

B

使用していない部屋やエリアのエアコ
ン・照明を小まめにチェックするなど節
電には常に注意している。
裏紙の再利用や古紙の資源回収、環
境に優しい消耗品の購入など、環境に
配慮した管理・運営に努めている。

B

使用していない部屋やエリアのエアコ
ン・照明を小まめにチェックするなど節
電には常に注意している。
裏紙の再利用や古紙の資源回収、環
境に優しい消耗品の購入など、環境に
配慮した管理・運営に努めている。

B

使用していない部屋やエリアのエアコ
ン・照明を小まめにチェックするなど節
電には常に注意している。
裏紙の再利用や古紙の資源回収、環
境に優しい消耗品の購入など、環境
に配慮した管理・運営に努めている。

B

使用していない部屋やエリアのエアコ
ン・照明を小まめにチェックするなど節
電には常に注意している。
裏紙の再利用や古紙の資源回収、環境
に優しい消耗品の購入など、環境に配
慮した管理・運営に努めている。

定

量

的

B

11月13日、ビル共同の防災訓練に参
加し、同時にセンター内部での災害非
常時における役割分担を確認した。

B

11月13日、ビル共同の防災訓練に参加
し、同時にセンター内部での災害非常時
における役割分担を確認した。
また、支援講座のカタチをとったが、12
月に学生企画の避難訓練、防災ワーク
ショップを行った。
当日の模様はJ:comの防災関連の番組
で紹介された。

個人情報の取り扱いが適切で
あること

個人情報の適切な管理のため必要な
措置が講じられているか
【確認資料例：マニュアル・事業計画書
（事業計画）・事業報告書】

B

個人情報保護マニュアルを策定し、
定期的に改訂を行っている。これに
基づき個人情報保護に関しては常
に注意を払い管理している。

B

個人情報保護マニュアルを策定
し、定期的に改訂を行っている。こ
れに基づき個人情報保護に関して
は常に注意を払い管理している。

B

個人情報保護マニュアルを策定し、定
期的に改訂を行っている。これに基づ
き個人情報保護に関しては常に注意
を払い管理している。
12月に個人情報保護に関する講習会
を全スタッフ参加で行った。

B

個人情報保護マニュアルを策定し、
定期的に改訂を行っている。これに
基づき個人情報保護に関しては常に
注意を払い管理している。

指定管理者が加入しなければならない
保険に加入しているか
【確認資料例：保険証券】

B 適切な保険に加入し、毎年見直し
をしている。

B 適切な保険に加入し、毎年見直し
をしている。

B 適切な保険に加入し、毎年見直し
をしている。

B 適切な保険に加入し、毎年見直しを
している。

事故や災害発生時の緊急時の対応が
適正に行われたか。また、適正に行え
るよう体制が整っているか。
【確認資料例：マニュアル・事業計画書
（事業計画）・事業報告書】

B

緊急時の緊急連絡網を整備してい
る。また、事故や災害発生時、緊急
時の役割分担を決め、防災訓練時
に確認している。

B

緊急時の緊急連絡網を整備してい
る。また、事故や災害発生時、緊急
時の役割分担を決め、防災訓練時
に確認している。

B

緊急時の緊急連絡網を整備している。
また、事故や災害発生時、緊急時の
役割分担を決め、防災訓練時に確認
している。
11月に自主防災訓練を、12月に学生
災害ボランティア団体と一緒に、セン
ター使用団体も含めて訓練をした。

B

緊急時の緊急連絡網を整備してい
る。また、事故や災害発生時、緊急
時の役割分担を決め、防災訓練時
に確認している。

期末総合評価

所管課コメント

定

量

的

B
令和7年度（2025年度）は、5年間の指定管理期間の最終年となった。市民活動支援センターの指定管理者である特定非営利活動法人八王子市民活動協議会は、その実績や経験を活かしながら、基本協定及び年度協定に基づいた適正な施設の管理運営を行ったといえる。
利用者への満足度調査では、各項目において高い満足度を維持しており、全体的な満足度は「満足」「やや満足」が99％を占め、利用者にとって満足度の高いサービスを提供している。
令和7年度（2025年度）は、テーマ別の交流会やセンター１日出張での地域交流会等において、市民活動団体同士をつなぐ取組みが行われ、市内の市民活動団体により新たな協力関係の構築や情報交換等が活発に行われた。これは、団体間の連携の不足という市民活動が抱える課題に対して寄与するものであり、評価で
きものである。また、令和5年度（2023年度）より構築を進めてきた会議室の予約システムの運用開始により、団体の予約システム利用率は約90％を占め、デジタルの活用により利用者の利便性を向上するものとして評価できる。
令和8年度（2026年度）から新たな指定管理期間が始まるので、市民の市民活動への関心を高める企画や団体間の連携を図る事業の実施、相談体制のより一層の強化等により、中間支援組織として市民活動の促進を図るとともに、多様な主体の共創を促すプラットフォーム機能を強化し、指定管理期間における事業計画に
沿った事業の確実な遂行を期待する。
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防災訓練　１回／年

定

性

的

緊急（防火・防犯等）対応等危
機管理体制が取られていること

事

業

の

達

成

目
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が

明

確

で

、
具

体

的

な

事
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に
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事
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が

行

わ

れ

て

い

る

か

「ゆめおりファンド」人財による団体支援　３団体以上／年

NPOフェスティバルの開催　１回／年

交流会の開催　２回／年

センター１日出張の実施　４回／年

八王子コミュニティ活動応援サイト「はちコミねっと」の適正な管理
団体登録・承認作業等／随時

はちおうじNPO会議　１回／年


